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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる化化化学学学物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行う。

必要なパーツはありません。 – エアフィルタアセンブリを取り外します。

エアフィルタ用ブラケット 1
ホースクランプ 3
長いホース 1
短いホース 1
フランジヘッドボルト 2
キャリッジボルト 2
フランジナット 4

エアフィルタブラケットとエアフィルタを取りつけます。
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注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

エンジンを停止し、キーを抜き取る。

警警警告告告
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰
でででもももいいいつつつでででももも車車車両両両ををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががででで
ききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜
いいいててておおおくくくこここととと。。。

2. 荷台の右側または左側でレバーを引き上げ、
荷台を持ち上げる図 1

注注注 電動昇降キットを搭載している場合は電動
昇降コントロールで荷台を上昇させる。

g014860

1

2 3

図図図 1

1. レバー 3. ロック位置スロット

2. プロップロッド

3. プロップロッドを固定スロットにはめ込んで
荷台を固定する図 1。

警警警告告告
上上上昇昇昇さささせせせたたた荷荷荷台台台ががが万万万一一一落落落下下下すすするるるととと、、、荷荷荷台台台ののの
下下下にににいいいるるる人人人ににに非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

• 荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるる時時時ははは、、、必必必ずずず支支支持持持棒棒棒
ででで荷荷荷台台台ををを支支支えええててておおおくくく。。。

• 荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台ををを空空空ににに
ししし、、、必必必ずずず安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定すすするるる。。。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり外外外すすす
1. エアフィルタアセンブリを機体の後部部材に

固定しているフランジナットとキャリッジボ
ルトを取り外す。

注注注 取り外したキャリッジボルトとフランジ
ナットは廃棄します。

図図図 2
図示していない部品があります

1. ホースクランプ 2. フランジナット

2. インテークホースをエンジンに固定している
クランプのねじをゆるめる。

3. エアフィルタアセンブリ、インテークホース、
ホースクランプを取り外す。

注注注 エアフィルタアセンブリは再利用、イン
テークホースとホースクランプは廃棄します。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタブブブラララケケケッッットトトとととエエエアアアフフフィィィルルル
タタタををを取取取りりりつつつけけけるるる

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの準準準備備備

既存のエアフィルタを使用する。
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1. レインキャップを既存のエアフィルタアセン
ブリに固定しているホースクランプをゆるめ
る図 3。

図図図 3

1. レインキャップ廃棄 3. ホース廃棄

2. ホースクランプ廃棄 4. エアフィルタアセンブリ再
使用

2. レインキャップとホースクランプを取る。

注注注 レインキャップとホースクランプは廃棄し
ます。

3. ホースをエアフィルタアセンブリに固定して
いるホースクランプをゆるめる図 3。

4. 長いホースとホースクランプを外す。

注注注長いホースとホースクランプは廃棄します。

5. ホースクランプを使って、新しい長いホース
を、既存のエアフィルタアセンブリの90度
フィッティングに仮仮仮止止止めめめする図 4。

注注注 エアフィルタの向きが、これまでと変わり
ます。

図図図 4

1. ホースクランプ 6. 固定ストラップ

2. 長いホース新 7. ブラケット

3. 90°フィッティング 8. フランジヘッドボルト2本
4. ポート 9. フランジナット2個
5. 短いホース 10. ドレンバルブ

6. エアフィルタハウジングの統合ポートに短い
ホースを接続して、クランプで固定する図 4。

7. 固定ストラップを 図 4のように配置する。

8. エアフィルタハウジングの取り付けストラッ
プにブラケットを固定するフランジヘッドボ
ルト2本とフランジナット2個を使用する。

9. ドレンバルブ真下に向ける。
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エエエアアアフフフィィィルルルタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 機体の後フレーム部材に、エアフィルタアセ
ンブリを取り付けるキャリッジボルト2本とフ
ランジナット2個を使用する図 5。

図図図 5

1. フランジナット2個 3. ホースクランプ

2. キャリッジ・ボルト2

2. 長いホースの端を、エンジンに、ホースクラ
ンプで仮止めする図 5。

3. ホースが折れないように、長いホースとエア
フィルタアセンブリのポートについているア
ングルを調整する。

4. 長いホースをエアフィルタアセンブリとエンジ
ンに仮止めしているクランプを本締めする。
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